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在
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
・
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所
蔵
世
俗
文
書
補
訂
（
小
口
）

二
三

〈
史
料
紹
介
〉

在
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
・

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所
蔵
世
俗
文
書
補
訂

―
關
尾
史
郎
氏
紹
介
の
戸
籍
様
文
書
・
水
利
文
書
を
中
心
に
―

小　

口　

雅　

史

は
じ
め
に

　

ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
あ
る
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
敦
煌
文
書
（
実
際
に
は

吐
魯
番
（
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
）
を
は
じ
め
和
田
（
コ
ー
タ
ン
）
や
黒
水
城
（
カ

ラ
ホ
ト
）
な
ど
か
ら
出
土
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実

で
あ
る
（
（
（

）
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
、
あ
る
い
は
ド
イ

ツ
の
敦
煌
・
吐
魯
番
文
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
比
し
て
、
複
数
の
探
検

家
（
コ
ズ
ロ
フ
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
等
）
の
み
な
ら
ず
、
中
央
ア
ジ
ア
に

派
遣
さ
れ
た
外
交
官
（
ソ
コ
フ
や
ク
ロ
ト
コ
フ
等
）
が
蒐
集
し
た
も
の

も
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
由
来
や
構
成
が
複
雑
で
、
そ
の
整
理
は
か
な

り
厄
介
で
あ
る（

（
（

。『
俄
蔵
敦
煌
文
献
』
全
一
七
冊
（
上
海
古
籍
出
版
社
・

俄
羅
斯
科
学
出
版
社
東
方
文
学
部
、
一
九
九
二
年
～
二
〇
〇
一
年
）
の
完
結

に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
の
全
貌
が
み
え
て
は
き
た
が（

（
（

、
な
お
そ
れ

に
含
ま
れ
な
い
史
料
も
多
数
存
在
し
て
お
り（

（
（

、
そ
の
全
貌
の
公
開
が

待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
『
俄
蔵
敦
煌
文
献
』
の
公
刊
の
意
味
は
言
う
ま
で

も
な
く
大
き
く
、
私
ど
も
が
と
く
に
強
い
関
心
を
抱
く
社
会
経
済
文

書
類
に
つ
い
て
も
、
そ
の
研
究
が
一
気
に
進
展
し
て
い
っ
た（

（
（

。

　

さ
ら
に
近
年
、
直
接
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所

に
赴
き
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
小
さ
な
断
簡
の
戸
籍

様
文
書
を
、
原
文
書
に
即
し
て
検
討
し
た
關
尾
史
郎
氏
に
よ
る
研
究
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法
政
史
学
　
第
八
十
五
号

二
四

も
公
刊
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
な
成
果
と
し
て
注
目
で
き
る（

（
（

。
小

断
簡
で
あ
っ
て
も
残
存
す
る
史
料
の
絶
対
数
が
少
な
い
古
代
史
研
究

に
と
っ
て
は
貴
重
な
史
料
と
な
り
得
る
か
ら
、
こ
う
し
た
不
断
の
努

力
を
続
け
る
こ
と
に
は
大
き
な
価
値
が
あ
る（

（
（

。

　

幸
い
、
筆
者
も
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所
蔵
の

断
簡
類
の
調
査
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
よ
り
科
学
研
究
費
補
助
金
の

交
付
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
二
〇
一
五
年
六
月
に
現
地
に
お
い
て
關

尾
氏
の
成
果
に
導
か
れ
な
が
ら
あ
ら
た
め
て
原
文
書
に
即
し
た
検
討

を
施
す
こ
と
が
で
き
た
。
結
果
と
し
て
、
わ
ず
か
な
が
ら
關
尾
氏
の

デ
ー
タ
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

そ
の
成
果
の
一
端
を
披
露
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　

關
尾
史
郎
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
戸
籍
様
文
書
類

　

關
尾
氏
は
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所
蔵
の
戸

籍
様
文
書
と
し
て
、
新
た
に
以
下
の
六
点
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

る
（
（
（

。
そ
れ
に
即
し
て
順
番
に
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
今
回
、
東
洋
写
本
研
究
所
の
許
可
を
得

て
、
新
た
に
『
俄
蔵
敦
煌
文
献
』
よ
り
も
高
精
細
の
写
真
を
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
れ
ら
も
本
稿
末
尾
に
ま
と
め
て
掲
載
し
、

今
後
の
研
究
の
参
考
に
供
す
る
こ
と
と
す
る
。

①Д
х08519v

（
正
し
く
は
、Д

х08519r

）（
写
真
①
）

　

五
胡
時
代
年
次
未
詳
高
昌
郡
高
昌
縣
都
郷
残
戸
籍

　

サ
イ
ズ
訂
正　

八
・
五
×
七
・
八（

（
（

　

釈
文
や
考
察
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
。
關
尾
氏
の
考
察
通
り
で

あ
ろ
う
。
た
だ
し
別
面
（
（1
（

の
仏
典
を
關
尾
氏
は
「
未
詳
」
と
す
る
が
、

『
中
論
』（
龍
樹
造
、
鳩
摩
羅
什
譯
・
靑
目
釋
）
の
う
ち
で
、
大
正
蔵
で

T
（（（（_.（0.00（（b（（

～T
（（（（_.（0.00（（c0（

の
部
分
に
該
当
す
る
。

一
行
あ
た
り
二
〇
字
で
書
写
さ
れ
た
も
の
。

②Д
х08580v

（
正
し
く
は
、Д

х08580r

）（
写
真
②
）

　

唐
年
次
未
詳
西
州
残
戸
籍

　

サ
イ
ズ
訂
正　

七
・
五
×
一
一
・
三

　

釈
文
や
考
察
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
。
た
だ
し
文
字
の
付
近
に

朱
の
痕
跡
を
感
じ
る
が
確
実
で
は
な
い
。

　

別
面
の
未
詳
典
籍
に
つ
い
て
五
行
と
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
六
行
か
。

③Д
х08726v

＋Д
х08848v

（
正
し
く
は
、Д

х08726r

＋Д
х08726 

Ir

＋
番
号
未
詳
断
簡
）（
写
真
③
）

　

唐
年
次
未
詳
西
州
残
点
籍
様
（
？
）

　

サ
イ
ズ
訂
正　

五
・
七
×
六
・
九
、二
・
三
×
四
・
二
、二
・
二
×
一
・
七

　

釈
文
や
考
察
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
。
別
面
を
「
仏
教
関
係
文
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在
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
・
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所
蔵
世
俗
文
書
補
訂
（
小
口
）

二
五

書
」
と
す
る
が
、「
十
方
諸
佛
等
一
」「
及
謗
」「
諸
罪
」
な
ど
の
字

句
を
共
通
に
含
む
仏
典
と
し
て
、知
昇
撰『
集
諸
經
禮
懺
儀
』が
あ
る
。

お
そ
ら
く
こ
れ
で
あ
ろ
う
。

④Д
х09368v

（
正
し
く
は
、Д

х09368r

）（
写
真
④
）

　

唐
年
次
未
詳
（
七
世
紀
？
）
西
州
残
戸
籍

　

サ
イ
ズ
訂
正　

一
二
・
二
×
一
一
・
二

　

釈
文
や
考
察
に
異
論
は
な
い
。
た
だ
し
關
尾
論
文
で
の
版
組
み
だ

と
、
各
文
字
の
位
置
関
係
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
。
写
真
④
を

参
照
さ
れ
た
い
。
書
体
は
ベ
ル
リ
ン
蔵
の
戸
籍
類
に
も
ま
ま
み
ら
れ

る
、
ペ
ン
の
よ
う
な
硬
い
細
い
も
の
で
書
か
れ
た
こ
と
に
由
来
す

る
（
（（
（

。
別
面
の
紙
縫
注
記
に
「
縣
」
の
字
が
あ
る
こ
と
は
關
尾
氏
の
指

摘
通
り
だ
が
、
さ
ら
に
継
目
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
印
文
は
「
□

□
縣
印
」
か
。
残
念
な
が
ら
右
側
が
欠
け
て
い
て
地
名
が
読
み
と
れ

な
い
。
印
の
サ
イ
ズ
は
縦
五
・
二
。
別
面
の
仏
典
に
つ
い
て
は
、
か

な
り
多
く
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
既
存
の
仏
典
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
類
で
は
う
ま
く
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。

⑤Д
х11347v

（
正
し
く
は
、Д

х11347r

）（
写
真
⑤
）

　

唐
年
次
未
詳
西
州
残
戸
口
簿
（
？
）

　

サ
イ
ズ
訂
正　

四
・
〇
×
七
・
二

　

釈
文
や
考
察
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
三

行
目
の
一
字
目
、
二
字
目
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
か
（
写
真
⑤

参
照
）。
な
お
別
面
の
未
詳
仏
典
は
四
行
で
は
な
く
て
五
行
存
す
る
。

⑥Д
х18955v

（
正
し
く
は
、Д

х18955r

）（
写
真
⑥
―
１
）

　

唐
開
元
年
間
（
？
）
敦
煌
縣
神
沙
郷
戸
籍
（
？
）

　

サ
イ
ズ
追
加　

五
・
七
×
八
・
三

　

關
尾
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
原
文
書
を
閲
覧
し
て
い
な
い
が
（
理

由
は
不
明
）、
私
の
今
回
の
調
査
で
は
閲
覧
可
能
で
あ
っ
た
。
計
測
値

を
追
加
し
た
。
当
該
文
書
の
包
紙
の
乱
雑
な
メ
モ
書
き
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
がД

х（（（r

（
写
真
⑥
―
２
）
と
関
連
す
る
と
い
う
。
そ
こ
で
あ

わ
せ
てД

х（（（

を
も
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
た
し
か
に
別
面
の
「
之
」

の
字
の
習
書
（
（1
（

が
共
通
し
、
戸
籍
面
の
書
体
も
近
い
。

　

關
尾
氏
はД

х（（（（（

を
「
唐
年
次
未
詳
（
七
世
紀
？
）
西
州
残
戸

籍
（
？
）」
と
す
る
。
根
拠
と
し
て
、
敦
煌
戸
籍
で
は
応
受
田
額
記

載
に
お
い
て
、
冒
頭
に
「
合
」
字
が
記
載
さ
れ
る
が
、
本
文
書
で
は

そ
れ
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
。
し
か
し
原
文
書
に
即
し
て

検
討
す
る
と
、「
応
」
字
の
上
に
文
字
が
あ
っ
た
か
な
か
っ
た
か
は

現
状
で
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
文
書
と
関
連
す
る
可
能
性
が
極
め
て
高
いД

х（（（

に
つ
い
て
は
、
チ
ュ
グ
イ
エ
フ
ス
キ
ー
氏
は
、
敦
煌
縣
神
沙
郷
戸
籍
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法
政
史
学
　
第
八
十
五
号

二
六

と
し
、
開
元
七
年
戸
籍
の
可
能
性
を
示
唆
す
る（

（1
（

。
そ
の
根
拠
は
別
面

の
印
の
残
影
を
「
敦
煌
縣
之
印
」
の
輪
郭
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
た

だ
しД

х（（（

の
印
影
は
不
鮮
明
で
印
文
を
読
み
と
こ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る（

（1
（

。
も
っ
と
もД

х（（（

の
末
尾
の
方
に「
煌
縣　
　

神　
（
郷
）」

の
文
字
が
明
瞭
に
読
み
取
れ
る
の
で
、
既
知
の
よ
う
に（

（1
（

敦
煌
縣
神
沙

郷
戸
籍
と
み
て
よ
い
。
で
あ
れ
ば
、Д

х（（（

と
関
連
す
る
可
能
性
が

高
いД

х（（（（（

も
、
關
尾
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
な
西
州
戸
籍
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
こ
の
戸
籍
の
料
紙
は
、
灰
色
で
混
み
い
っ
た
繊
維
が
容

易
に
み
て
と
れ
る
、
い
さ
さ
か
質
の
悪
い
紙
で
あ
る
。

二　

吐
魯
番
盆
地
の
水
利
関
係
史
料

―Дх02683v +  Дх11074v
補
訂
―

　

關
尾
氏
は
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所
蔵
の
世

俗
文
書
と
し
て
、
吐
魯
番
盆
地
の
水
利
関
係
に
関
す
る
、
二
断
簡
か

ら
な
る
文
書
に
つ
い
て
も
、
原
文
書
に
即
し
た
史
料
紹
介
を
公
刊
し

て
い
る（

（1
（

。
そ
こ
で
整
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
文
書
に
つ
い
て

は
關
尾
氏
以
前
に
も
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
こ
の
文
書
を
明
確
に

吐
魯
番
で
作
成
さ
れ
た
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
分
析
し
た
の
は
關
尾

氏
が
初
め
て
で
あ
る
。

　

私
も
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所
に
赴
い
た
際

に
、
当
該
文
書
に
つ
い
て
も
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
た
だ
し
当

該
文
書
に
つ
い
て
は
、
原
文
書
に
よ
る
閲
覧
許
可
は
下
り
た
も
の
の
、

補
修
が
必
要
な
状
況
で
あ
っ
て
、
戸
籍
様
文
書
断
簡
類
と
は
異
な
り
、

残
念
な
が
ら
現
時
点
で
の
高
精
細
写
真
の
入
手
は
不
可
で
あ
っ
た
。

機
会
を
改
め
て
入
手
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
当
面
は
、
必
ず
し
も
鮮

明
で
は
な
い
け
れ
ど
、『
俄
蔵
敦
煌
文
献
』
九
（
上
海
古
籍
出
版
社
・
俄

羅
斯
科
学
出
版
社
東
方
文
学
部
、
一
九
九
八
年
）・
三
三
二
頁
掲
載
の
写
真

に
よ
る
し
か
な
い
。
な
お
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
は
、Д

х0（（（（

（
大
き
い
断
簡
で
あ
る
Ⅰ
）
とД

х（（0（（

と
を
上
下
に
接
合
さ
せ
た
状

態
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
あ
わ
せ
て
そ
の
脇
にД

х0（（（（

に
属

す
る
も
う
一
つ
の
小
断
簡
の
Ⅱ
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
小
断
簡

Д
х0（（（（

の
Ⅱ
が
、
直
接
接
続
は
し
な
い
も
の
の
、Д

х0（（（（

の
Ⅰ

やД
х（（0（（

と
同
一
個
体
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
別
面
が

同
じ
「
黄
帝
内
經
素
問
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
確
実
で
あ
る（

（1
（

。

　

ま
ず
文
書
の
サ
イ
ズ
で
あ
る
が
『
俄
蔵
敦
煌
文
献
』
は
写
真
に
ス

ケ
ー
ル
を
入
れ
て
お
ら
ず
、
計
測
な
ど
は
原
文
書
に
あ
た
る
し
か
手

段
は
な
い
。
今
回
あ
ら
た
め
て
原
文
書
に
即
し
て
再
計
測
し
た
と
こ

ろ
、
關
尾
氏
の
数
値
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
た
。Д

х0（（（（

の
Ⅰ

に
つ
い
て
は
、
二
四
・
六
×
一
三
・
〇
。
同
Ⅱ
に
つ
い
て
は
關
尾
氏
の

計
測
通
り
。Д

х（（0（（

に
つ
い
て
は
二
四
・
八
×
二
一
・
五
と
い
う
数

値
が
得
ら
れ
た
。
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在
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
・
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所
蔵
世
俗
文
書
補
訂
（
小
口
）

二
七

　

ま
た
包
紙
に
は
別
な
番
号
が
さ
ま
ざ
ま
に
記
さ
れ
て
お
り
、
整
理

の
進
展
に
よ
っ
て
、
番
号
も
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
同

一
文
書
に
つ
い
て
研
究
論
文
に
よ
っ
て
文
書
番
号
が
違
う
こ
と
が
あ

る
の
は
そ
の
せ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
ど
の
番
号
で
請
求
し
て
も
出

納
で
き
る
よ
う
で
、
出
納
担
当
者
は
内
部
的
に
な
ん
ら
か
の
コ
ン

コ
ー
ダ
ン
ス
の
よ
う
な
も
の
を
用
い
て
い
る
ら
し
い
。

　

釈
文
に
つ
い
て
は
、
文
字
自
体
に
つ
い
て
は
關
尾
氏
の
見
解
の
通

り
で
あ
っ
た
。
た
だ
最
後
か
ら
二
行
目
（
□
慶
保
参
…
…
）
と
三
行
目

（
李
隆
□
…
…
）
の
行
間
の
一
文
字
を
□
と
し
て
い
る
が
、こ
れ
は
「
次
」

と
読
み
き
っ
て
い
い
と
思
う
。
た
だ
し
各
行
相
互
の
位
置
関
係
は
必

ず
し
も
原
文
書
の
状
態
を
忠
実
に
は
再
現
さ
れ
て
い
な
い（

（1
（

。
ま
た
中

央
の
「
右
石
垂
渠
…
…
」
の
行
に
つ
い
て
は
、
字
の
大
き
さ
を
三
ラ

ン
ク
に
分
け
る
工
夫
が
必
要
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
『
俄
蔵
敦
煌

文
献
』
九
掲
載
の
写
真
を
参
照
さ
れ
た
い
。
位
置
関
係
だ
け
は
こ
の

や
や
不
鮮
明
な
写
真
に
よ
っ
て
も
十
分
校
勘
で
き
る
。

　

な
おД

х0（（（（

の
Ⅱ
の
「
黄
帝
内
經
素
問
」
が
書
か
れ
た
面
に
は
、

そ
れ
と
は
天
地
を
逆
に
し
て
「
千
廿
二
頃
十
」
と
い
う
、
か
な
り
薄

い
墨
で
記
さ
れ
た
文
字
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
關
尾
氏
が
指
摘
し
て
い

る
と
お
り
、
水
利
関
係
文
書
と
は
無
関
係
の
別
な
記
述
な
い
し
メ
モ

書
き
と
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

文
書
の
作
成
年
代
や
、
文
書
の
性
格
な
い
し
機
能
に
つ
い
て
の
關

尾
氏
の
精
緻
な
論
考
に
、
今
あ
ら
た
め
て
付
け
加
え
る
べ
き
点
は
な

い
。

む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
、
關
尾
氏
の
先
駆
的
な
業
績
に
導
か
れ
な
が
ら
、
新
た
に
学

界
に
提
供
さ
れ
た
社
会
経
済
文
書
類
に
つ
い
て
、
原
文
書
に
即
し
た

再
調
査
に
よ
り
、
若
干
の
訂
正
作
業
の
結
果
報
告
を
お
こ
な
わ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　

本
稿
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋

写
本
研
究
所
に
は
、『
俄
蔵
敦
煌
文
献
』
に
収
め
ら
れ
たΦ

ナ
ン
バ
ー

の
整
理
番
号
を
有
す
る
も
の
とД

х

ナ
ン
バ
ー
の
整
理
番
号
を
有
す

る
も
の
以
外
に
も
、
漢
文
文
献
に
限
っ
て
も
な
お
七
〇
〇
件
以
上
の

史
料
が
存
在
す
る
。
と
く
に
ク
ロ
ト
コ
フ
収
集
史
料
中
に
数
点
の
戸

籍
関
係
文
書
が
あ
る
こ
と
は
確
実
で
、
今
回
の
調
査
時
に
、
私
と
同

行
し
た
辻
正
博
氏
は
、SI_K

r. 
IV

_（（（

（
（1
（

（
→SI（（（（

）
天
寶
歳
籍
帳

（
？
）
を
閲
覧
し
て
い
て
、
私
も
辻
氏
の
調
査
終
了
後
に
閲
覧
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
籍
帳
は
本
稿
一
の
④Д

х0（（（（

で
紹
介
し
た

の
と
同
じ
硬
い
細
い
ペ
ン
を
用
い
た
よ
う
な
書
体
で
書
か
れ
て
い
る

が
、
私
の
閲
覧
申
請
分
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
そ
の
詳
し

い
紹
介
を
省
略
す
る
。

　

東
洋
文
庫
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
整
理
が
終
わ
り
、
ロ
シ
ア
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法
政
史
学
　
第
八
十
五
号

二
八

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所
蔵
の
漢
文
史
料
の
全
貌
が
明
ら

か
に
な
る
日
の
近
い
こ
と
を
念
じ
つ
つ
、
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
擱
筆

す
る
こ
と
と
す
る
。

註（
（
）  

榮
新
江
『
海
外
敦
煌
吐
魯
番
文
献
知
見
録
』（
江
西
人
民
出
版
社
、

一
九
九
六
年
）
他
参
照
。
ま
た
そ
の
リ
ス
ト
と
し
て
關
尾
史
郎
編
「
ロ

シ
ア
、
サ
ン
ク
ト
＝
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
所
蔵
敦
煌
文
献
中
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
文
献
に
つ
い
て
」『
敦
煌
文
献
の
総
合
的
・
学
際
的
研
究
』（
平
成

十
二
年
度
新
潟
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
経
費
︿
学
際
的
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹀
研
究
成
果
報
告
書
、新
潟
大
学
人
文
学
部
、二
〇
〇
一
年
）

が
あ
る
。

（
２
）  

Ｉ
・
Ｆ
・
ポ
ポ
ヴ
ァ
「
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け

る
ロ
シ
ア
の
中
央
ア
ジ
ア
探
険
隊
」『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド 
文
字
を
辿
っ

て
―
ロ
シ
ア
探
険
隊
収
集
の
文
物
』（
特
別
展
覧
会
図
録
、
京
都
国
立

博
物
館
、
二
〇
〇
九
年
）
他
参
照
。

（
３
）  Φ

ナ
ン
バ
ー
の
整
理
番
号
を
有
す
る
も
の
とД

х

ナ
ン
バ
ー
の
整
理

番
号
を
有
す
る
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）  

東
洋
文
庫
に
は
、
二
〇
〇
二
年
に
世
界
に
さ
き
が
け
て
入
手
し
た

東
洋
写
本
研
究
所
の
内
陸
ア
ジ
ア
出
土
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
全

三
六
三
リ
ー
ル
、
約
二
五
万
コ
マ
）
が
存
在
し
、
四
・
五
世
紀
か
ら

一
五
世
紀
に
及
ぶ
コ
ー
タ
ン
・
サ
カ
語
、
西
夏
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、

ウ
イ
グ
ル
・
ソ
グ
ド
語
、
漢
語
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ト
ル
コ
語
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ペ
ル
シ
ア
語
、
満
洲
語
、
モ
ン

ゴ
ル
語
の
一
一
言
語
の
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
漢
文
文
献

に
限
っ
て
も
、『
俄
蔵
敦
煌
文
献
』
に
含
ま
れ
な
い
文
献
が
な
お
約

七
〇
〇
件
あ
る
と
い
う
（
二
〇
一
四
年
度 

公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫

事
業
報
告
書
）。

（
５
）  

そ
の
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、『
俄
蔵
敦
煌
文
献
』
の
刊
行
に
先

だ
っ
て
、
ロ
シ
ア
の
チ
ュ
グ
イ
エ
フ
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
二
一
点
二
八

断
簡
が
紹
介
さ
れ
（Л

. И
.Чугуевский, К

ит
айские Докуме нт

ы
 

из Дуньхуана, М
осква, 

（（（（

）、
王
克
孝
の
訳
に
よ
っ
て
日
本
で

も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
丘
古
耶
斯
基
著
︿
王
克
孝

訳
﹀『
敦
煌
漢
文
文
書
』︿
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
﹀）。
ま

た
山
本
達
郎
・
土
肥
義
和
共
編
『
敦
煌
吐
魯
番
社
會
經
濟
史
料
（
二
）

籍
帳
』Tunhuang and Turfan D

ocum
ents concerning Social and 

Econom
ic H

istory II C
ensus Registers

（
東
洋
文
庫
、
一
九
八
五
年
）

で
も
チ
ュ
グ
イ
エ
フ
ス
キ
ー
の
成
果
に
よ
り
な
が
ら
一
二
点
一
八
断

簡
が
紹
介
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら『
俄
蔵
敦
煌
文
献
』の
刊
行
に
よ
っ

て
、
そ
の
写
真
（
必
ず
し
も
良
質
の
も
の
で
は
な
い
が
）
が
公
開
さ

れ
た
こ
と
は
斯
界
の
研
究
を
大
き
く
進
展
さ
せ
た
。

（
６
）  

關
尾
史
郎
Ａ
「
サ
ン
ク
ト
ベ
テ
ル
ブ
ル
グ
蔵
、
戸
籍
様
文
書
簡
介
」

（『
法
史
学
研
究
会
会
報
』
八
、二
〇
〇
三
年
）。
な
お
關
尾
氏
に
は
関

連
し
て
Ｂ
「
サ
ン
ク
ト
ベ
テ
ル
ブ
ル
グ
蔵
、Д

х0（（（（v + Д
х（（0（（v 

初
探
―
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
盆
地
の
水
利
に
関
す
る
一
史
料
―
」（『
中
国

水
利
史
研
究
』
三
〇
、二
〇
〇
二
年
）
も
あ
る
。
以
上
二
編
は
、
平
成

十
四
年
度
～
平
成
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
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在
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
・
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所
蔵
世
俗
文
書
補
訂
（
小
口
）

二
九

（
２
））研
究
成
果
報
告
書『
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
文
書
館
史
料
を
用
い
た
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
民
族
の
多
元
的
宗
教
生
活
の
歴
史
的
研
究
』（
研
究
代

表
者
・
鈴
木
佳
秀
、
二
〇
〇
五
年
）
に
再
録
さ
れ
て
お
り
（
た
だ
し

リ
プ
リ
ン
ト
で
は
な
く
組
み
直
さ
れ
て
い
る
）、
本
稿
で
の
引
用
は
い

ず
れ
も
こ
れ
に
よ
る
。

（
７
）  

拙
稿
「
マ
ン
ネ
ル
ヘ
イ
ム
断
片
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
戸
籍
様
文
書

等
に
つ
い
て
」嵐
義
人
先
生
古
稀
記
念
論
集『
文
化
史
史
料
考
證
』（「
文

化
史
史
料
考
證
」
刊
行
委
員
会
、
二
〇
一
四
年
）
他
参
照
。

（
８
）  

關
尾
註
（
６
）
Ａ
前
掲
論
文
。

（
９
）  

本
稿
で
は
、
サ
イ
ズ
の
単
位
は
す
べ
てcm

で
あ
る
。

（
（0
）  

研
究
所
で
の
整
理
上
は
ｒ
面
で
あ
る
が
本
来
は
ｖ
面
と
す
べ
き
と

こ
ろ
。
ｒ
面
・
ｖ
面
の
誤
り
は
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
の
吐
魯
番
書

整
理
に
お
い
て
も
頻
出
す
る
が
、
史
料
の
出
納
上
は
こ
の
ま
ま
で
表

記
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
（（
）  

藤
枝
晃
「
軀 

敦
煌
千
佛
洞
二
二
〇
窟
壁
画
の
願
文
よ
り
」（『
言
語

生
活
』
三
五
九
、一
九
八
一
年
）、
同
「
い
ま
、
敦
煌
・
ト
ル
フ
ァ
ン

研
究
は
」（『
創
造
的
市
民
』
四
、一
九
八
四
年
）
他
参
照
。

（
（（
）  Д

х528

は
二
断
簡
か
ら
な
る
が
、小
さ
い
方
の
断
簡
の
習
書
が
「
之
」

で
、
大
き
い
方
の
断
簡
の
習
書
は
「
蘭
」
で
あ
る
。

（
（（
）  

註
（
５
）
前
掲
『
敦
煌
漢
文
文
書
』
七
二
頁
。

（
（（
）  Д
х18955

に
も
印
影
が
あ
る
が
、
左
半
分
な
の
で
地
名
部
分
が
存

在
し
な
い
。

（
（（
）  

山
本
達
郎
・
土
肥
義
和
共
編
註
（
５
）
前
掲
書
で
Ⅷ
号
文
書
と
し

て
釈
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）  

關
尾
註
（
６
）
Ｂ
前
掲
論
文
。

（
（（
）  

關
尾
註
（
６
）
Ｂ
前
掲
論
文
。

（
（（
）  

文
書
の
組
み
方
と
し
て
は
、
關
尾
註
（
６
）
Ｂ
前
掲
論
文
の
う
ち
、

初
出
誌
の
方
が
は
る
か
に
原
文
書
に
忠
実
で
、
組
み
直
さ
れ
た
再
録

誌
の
方
で
は
か
な
り
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
初
出
誌
で
も
、

原
文
書
と
比
較
す
る
と
配
列
に
多
少
の
ズ
レ
が
あ
る
。

（
（（
）  

事
前
に
閲
覧
申
請
を
し
た
の
は
、
手
許
の
控
え
で
はSI_K

r. 
IV

_（（（

で
あ
っ
た
。

〔
謝
辞
〕
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所
で
の
原
文
書
閲
覧
に

際
し
て
は
、
Ｉ
・
Ｆ
・
ポ
ポ
ヴ
ァ
女
史
お
よ
び
辻
正
博
氏
に
大
変
お

世
話
に
な
っ
た
。
末
尾
な
が
ら
記
し
て
謝
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
　

な
お
本
研
究
はJSPS

科
研
費（（H

0（（（0

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

す
。
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法
政
史
学
　
第
八
十
五
号

三
〇

写真①　Дх08519
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在
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
・
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所
蔵
世
俗
文
書
補
訂
（
小
口
）

三
一

写真②　Дх08580
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法
政
史
学
　
第
八
十
五
号

三
二

写真③　Дх08726+Дх08848+番号未詳断簡
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在
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
・
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所
蔵
世
俗
文
書
補
訂
（
小
口
）

三
三

写真④　Дх09368
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